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Abstract: Nature-protected areas should be managed appropriately especially if they are used for 

tourism. Such areas are usually vast and accordingly, we have to decide where we should devote more 

management effort.. As an example, we focus on Fraser Island in Australia, the largest sand island in 

the world, and for every location of the island we calculate the degree of importance in terms of nature 

management, using Analytic Hierarchy Process (AHP). From the spatial distribution of importance 

degree, we identify the areas that should be managed more intensively, which are, however, different 

from the current target of the government’s management strategies.  
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1. はじめに 

 エコツーリズムを始めとする自然ツーリズムは，

対象となる自然地域の保護に貢献することを一義

としている．ところが実際には，このような貢献は，

自然環境および観光者に対する適正な管理が前提

であり，それが実践されている事例は世界でも僅か

である（Buckely 2004）． 

適正管理の目標は自然環境を保護しながら，なお

かつ観光者がその自然を楽しめるようにすること

である．そのため現場では複数の懸念事項を統合的

に評価することが求められている．本研究では，階

層分析法(以下 AHP)を用いて複数の懸念事項を統合

的に評価しながら自然管理地区における管理重要

度の算出を行い，さらにその空間的分布について考

察を行う．AHP とは Saaty(1980)によって発案され

た意思決定手法である．その特徴は階層構造の作成

と評価基準に対するウエイトの算出 1）にあり（木下 

1998），空間情報に対しても適用例が見られる

（Abdullah et al. 1994，石崎 1998，尹 1999，星

田 2006）． 
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2. 対象地 

本研究はオーストラリアのフレーザー島を対象

地とした（図 1）．世界最大の砂の島であるフレー

ザー島は，ユーカリ林やシダ類などからなる熱帯雨

林を持ち，オーストラリアにおける自然保護活動の

象徴ともなるほど，周辺住民および観光者が自然保

護意識を強く持っている島である．しかしながら，

フレーザー島では，観光利用（4WD 車）によるトラ

ック（走行路）の侵食という自然環境への負荷が懸

念されている．また，4WD 車は観光者自らによって

運転されているため，運転マナー等をめぐって観光

者同士の摩擦も生じている．このような複数の懸念

事項に対し，多面的評価に基づく管理の実施がもと

められている(Hockings 1998)． 

 

3. AHP による管理重要度メッシュの算出 

 AHP では最終目標と評価基準，そして代替案を設

定し，階層構造を作成する．これを応用して島内各

地点の管理上の重要度を算出する．すなわち本研究

では，フレーザー島の各地点における【管理重要度

の算出】2）を最終目標とし，島内を 500m 四方で分

割した 6218 個のメッシュを重要度算出の対象とし

た（すなわち,どのメッシュを優先的に管理するか，

という観点での代替案に相当する）． 

本研究では，フレーザー島の管理重要度の算出に

際し，考慮すべき評価基準として以下の 3つをとり

あげる．まず，【自然環境の脆弱性】である．管理

の側面において問題となるのは人為的な利用，フレ

ーザー島では 4WD 車の利用による自然環境の過度

な変化である．自然環境の変化を捉えるためには，

複数の自然環境的特徴を複合して捉える地生態学

的視点が有効である．そこで本研究では，先に各メ

 

図-1 対象地 

図-2 管理重要度の算出における階層構造 



ッシュにおける自然要素の面積や標高，傾斜などの

値を基に，主成分分析を行った．その結果，8つの

自然環境成分が抽出されたため（有馬 2010），これ

らを【自然環境の脆弱性】の下位の評価基準として

採用した． 

次に，自然管理地区においては人々がどの地域を

重点的に保護すべきと考えているか，という点につ

いて考慮する必要がある．特に，自然観光地におい

ては，観光者の【人々の保護意識のうえでの重要性】

を行う必要がある．フレーザー島観光者の自然保護

に対する意識は【対動物】や【対植物】などの 5つ

に大きく分けられることから，これらを下位の評価

基準として用いた．なお，自然環境に対する保護意

識はその対象，すなわち客観的な自然環境が存在し

て初めて認識されるものである．言い換えれば，【自

然環境の脆弱性】は，観光者の【人々の保護意識の

うえでの重要性】に影響を与えており，これらの間

には内部従属の関係がある． 

最後に，フレーザー島をより良い観光空間として

管理するためには，異なる利用の仕方をしている観

光者間の摩擦を少なくする必要がある．そこで，各

地点の管理重要度の算出の際に【観光者摩擦のリス

ク】を考慮する．本島における 4WD 車は主に【自家

用車利用者】，【大型バス利用者】，【レンタカー利用

者】に大別される（評価基準，下位 1）．そして，

各利用者が感じている【自家用車利用者への不満】，

【大型バス利用者への不満】，【レンタカー利用者へ

の不満】（下位 2）を管理重要度の算出に反映させ

る． 

 続いて，上術した階層図に従い，ウエイトの算出

を行った．【自然環境の脆弱性】，【人々の保護意識

のうえでの重要性】，【観光者摩擦のリスク】の 3 つ

の上位の評価基準におけるウエイトは，管理体（州

政府）が何に重きを置くかによって異なる．そこで，

本研究では， 3 つのシナリオを用意し，シナリオ A

では【自然環境の脆弱性】を，シナリオ Bでは【人々

の保護意識のうえでの重要性】を，シナリオ Cでは

【観光者摩擦のリスク】を最も重要視する立場を想

定した．表 1は各シナリオにおける評価基準（上位）

のウエイトを算出 3）したものである．全シナリオに

おいて，最も重要視する項目のウエイトは 0.6 を超

えているのがわかる． 

 【自然環境の脆弱性】は 8 つの評価基準（下位）

に分類される．そのウエイトはメッシュ主成分分析

におけるそれぞれの寄与率を基準化したものであ

る（表 2）．表 2をみると，上位 5つのウエイトで 7

割を占めていることがわかる．特に標高・傾斜のウ

エイトが高い． 

 【人々の保護意識のうえでの重要性】は 5つの下

位の評価基準（下位）を持つ．5つの自然環境に対

する保護意識のウエイトは，2009 年 9 月に来島者

に対して行ったアンケート調査の結果から，一対比

較 4）によって算出した．その結果，【対動物】，【対

植物】，【対砂】，【対湖】の 4つは約 0.2 となったが，

表-1 シナリオ別評価基準（上位）のウエイト 

内部従属 ウエイト シナリオA ウエイト

客観的自然環境評価 0.167 客観的自然環境評価 0.672

自然保護意識の反映 0.833 自然保護意識の反映 0.265

観光者間対立の軽減 0.063

シナリオB ウエイト シナリオC ウエイト

客観的自然環境評価 0.224 客観的自然環境評価 0.108

自然保護意識の反映 0.618 自然保護意識の反映 0.155

観光者間対立の軽減 0.081 観光者間対立の軽減 0.672

表-2 【自然環境の脆弱性】の評価基準（下位） 

におけるウエイト 

 

ウエイト

標高・傾斜 0.237

砂の移動性 0.163

土壌水分度 0.145

塩分濃度 0.112

水量 0.100

人工度 0.085

ユーカリ林度 0.083

海浜度 0.075



【対アボリジニ文化】は若干低い 0.18 となった（表

3）．  

 【観光者摩擦のリスク】における 3つの評価基準

（下位 1）に対するウエイトは，自家用車・大型バ

ス・レンタカーの各利用車数の割合から求めた（表

4）．最も多いものは自家用車利用者（主にオースト

ラリア人）である．さらに，【自家用車利用者への

不満】，【大型バス利用者への不満】，【レンタカー利

用者への不満】の評価基準（下位 2）のウエイトを

求める必要がある．そこで，2009 年 8 月に行った

現地観光者へのアンケートをもとに，一対比較 5）

によって各ウエイトを算出した（表 4）．そして，

下位1と下位2のウエイトを乗じて総合ウエイトを

算出した（表 4）．その結果，自家用車利用者（主

にオーストラリア人）によるレンタカーや大型バス

利用者への不満（主に国際観光者）が観光者間摩擦

において大きなウエイトを占めることがわかった． 

 代替案に位置づけられる各メッシュには，評価値

としてそれぞれ以下の値を利用した．【自然環境の

脆弱性】においては，2009 年 8 月に行った測量調

査のデータをもとにしたトラック侵食を説明する

ための重回帰分析 6）の標準化係数と自然要素の主

成分得点を乗じた値を基準化 7）し，評価値とした．

【人々の保護意識のうえでの重要性】では各メッシ

ュにおける 5つの自然環境の面積を基準化 7）し，評

価値とした．【観光者摩擦のリスク】では，2009 年

9月に行った GPS 調査から自動車種別ごとの利用量

を基準化 7）し，評価値とした． 

 

4. 管理重要度の分布傾向 

本章では算出された管理重要度の分布傾向につ

いて，シナリオごとに考察する．まず，シナリオ A

における管理重要度の分布（図 3(a)）を見ると，

島の東側半分で重要度が高くなっている．この一帯

では南東の強い風によって堆積した砂が急峻な砂

丘を形成している．急峻な砂丘では侵食が進みやす

いことや，この地域では砂の移動性も高いことから，

この地域における管理重要度が高くなっていると

みられる．一方，東海岸の北部は，標高が安定して

おり，侵食の危険性が少ない．そのため，管理重要

度も低い．また，島の西海岸側や島西部でも管理重

要度が低い．この一帯もマングローブ林などの標高

が安定した，侵食の生じにくい条件であることから，

東部に比べて重要度が低下しているとみられる． 

 【人々の保護意識のうえでの重要性】を最も重要

視したシナリオ B における管理重要度の分布（図

3(b)）を見ると，概して島の東部で管理重要度の高

い地区が多く見られるが，東部の一部や中央部の一

部では管理重要度が低くなっている．これはこの一

帯が植生のない砂地や湖であり，人々の植物に対す

る保護意識の対象となりにくい場所であるためと

考えられる．また，北東部では比較的重要度が高い

が，これはシナリオ A とは異なり，環境的脆さがあ

まり反映されないために，単純に植生の豊かな場所

表-3 【自然保護意識の反映】の評価基準（下位） 

におけるウエイト 

 

ウエイト

対動物 0.205

対植物 0.204

対砂 0.200

対湖 0.203

対アボリジニ文化 0.189

表-4 【観光者間摩擦】の評価基準（下位 1，下位 2） 

におけるウエイト 

ウエイト（下位1） ウエイト（下位2） 総合ウエイト

自家用車利用者 0.605 対自家用車 0.240 0.145

対大型バス 0.334 0.202

対レンタカー 0.426 0.258

大型バス利用者 0.110 対自家用車 0.320 0.035

対大型バス 0.327 0.036

対レンタカー 0.327 0.036

レンタカー利用者 0.284 対自家用車 0.273 0.078

対大型バス 0.464 0.132

対レンタカー 0.270 0.077



においては計算上，管理重要度が上がったためとみ

られる．つまり，北東部は保護意識の高い重要な地

区であるとともに，環境的にも頑健な地区であると

いえる． 

 シナリオ Cは【観光者摩擦のリスク】を重要視し

たウエイトの算出である．シナリオ Cにおける管理

重要度の分布を見ると（図 3(c)），一見これまで見

てきた 2 つの管理重要度の分布と同様に見えるが，

ミクロスケールで見てみると，図 3(c)ではトラッ

ク（走行路）の存在するメッシュ，特に利用の多い

トラックにおける重要度が高くなっていることが

わかる（図 3(c)）．特に際立っているのが，島中央

部を東西に走るトラックと島中央下部を東西に走

るトラックである．これらのトラックは各自動車の

利用率が高く，多くの観光者が鉢合わせするところ

であるため，観光者摩擦のコントロールという点で

みたときの管理重要度が高くなっているといえる．  

 3 つのシナリオを比較すると，管理重要度の高い

地区はほぼ同様である．すなわち，本研究で扱った

評価基準のもとでは，フレーザー島において重点的

に管理しなければならない地区は，島東部の植生が

繁茂する地区と判定される．このことはフレーザー

島の自然環境が北部から南部という縦列の地生態

的クラスタを形成していることによるものであり，

島の成り立ちに大きく起因されたものでもある． 

 

5. おわりに 

 本研究では，自然管理地区における管理の指標と

 
(a) シナリオ A            (b) シナリオ B           (c) シナリオ C 

図-3 各シナリオにおける管理重要度の分布 



なる管理重要度の算出を試みた．その際には【人々

の保護意識のうえでの重要性】【観光者間摩擦】そ

れぞれの評価基準を重視する 3 つのシナリオを想

定した．  

 なお，現在，州政府によってとられている管理指

針を見てみると，管理地区が北部から南部方向へ横

列に分類されており，本研究で算出した管理重要度

の分布傾向と大きく異なる．このことからまず，自

然環境についての評価が実際の管理指針ではほと

んど考慮されていないのではないかという疑問が

わく．フレーザー島の地生態学的クラスタは縦方向

に分布しているため，自然環境を考慮した場合，縦

方向に管理地区が設定されるべきであるが，実際に

はそのような管理指針はなされていない．この原因

としては，実際の管理方針決定の際に自然環境より

もより重要な指標が存在している可能性が考えら

れる．具体的にはフレーザー島における原生自然を

重視している可能性が高い．フレーザー島には林業

や鉱業といった過去，島内に存在していた業の影響

を全く受けていない地域が北部に存在し，そこでは

現在，手厚い管理が行われている．つまり，人間の

手が加えられていない地区の空間的な分布が，自然

管理地区の設定において重視されていると考えら

れる．  

本研究では AHP を利用することにより多様の懸

念事項を統合的に捉え，管理重要度を算出すること

ができることを示した．また，GIS 上でのメッシュ

分析と併用することで，実際に自然管理地区におい

て優先的に管理を行うべき地域を抽出することが

できた今後は，現在の管理状況との差異を考慮した

新たな評価基準の導入などを検討したい． 
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注 
1  AHP はウエイトの算出に一対比較の手法をとることが多

く，このことを特徴として捉えることもできる． 

2 本文中で使用する評価基準の名称には【 】を使用した． 

3 【自然環境の脆弱性】と【人々の保護意識のうえでの重

要性】には内部従属が存在している．そのため，上位の評

価基準のウエイトには，内部従属を加味したウエイトを乗

じている． 

4 アンケートでは動物，植物，砂，湖，アボリジニ文化の

各資源に対する保護意識を 5段階で評価してもらった．そ

して，それぞれの絶対評価値をもとに一対比較の行列を作

成し，ウエイトを算出した． 

5 アンケートでは他の観光者（自家用車，大型バス，レン

タカー）に対する意見を自由回答で回答してもらった．そ

の結果から，他の観光者に対する不満についての一対比較

行列を作成し，そこからウエイトを算出した． 

6  トラックの深さ（重力方向の侵食度合い）を目的変数に，

8 つの自然環境の主成分得点を説明変数に用いて行った．

この重回帰分析は，どの自然環境の要素が，どの程度トラ

ックの深さの増減に影響するかをもとめている．なお，ス

テップワイズ法を用いて採用された説明変数のみ評価値

を計算し，それ以外の項目は 0を乗じ，全ての代替案の評

価値が 0となるようにした． 
7  評価値の基準化には Voogd (1983)の基準化法を用いた． 

 

参考文献 
有馬貴之 (2010)：オーストラリア，フレーザー島における

トラック荒廃の空間特性, 日本地理学会 2010 年秋季学

術大会発表要旨集,P905． 

石崎研二 (1998)：地理情報システムを用いた多摩ニュータ

ウンの居住環境評価，理論地理学ノート，11，31-52. 

尹 紅・両角光男・位寄和久・本間里見 (1999)：AHP を用

いた阿蘇地域草地の景観保全分級に関する研究，日本建

築学会計画系論文集，524，231-237． 

星田侑久 (2006)：階層分析法の新しい適用方法：多数の観

点の定量化と評価得点行列の吟味に焦点をあてて，GIS

理論と応用，14，63-72． 

木下栄蔵（1998）:孫子の兵法の数学モデル―最適戦略を探

る意思決定法 AHP，講談社． 

Abdullah, A., Morozumi, M. and Iki, K. 1994．The application of 
multicriteria analysis and GIS: A case study of recreational 
zoning in the southern Aso National Park, Japan. Theory and 
Applications of GIS, 2, 141-150. 

Buckley, R. 2004. Impacts positive and negative: links between 
ecotourism and environment. In Environmental Impacts of 
Ecotourism. London: CABI publishing. 

Hockings, M. 1998. Evaluating Management of Protected Areas: 
Integrating Planning and Evaluation. Environmental 
Management, 22, 337-345. 

Saaty, T. L. 1980. The Analytic Hierarchy Process. New York: 
McGraw Hill. 

Voogd, H. 1983. Multicriteria Evaluation for Urban and 
Regional Planning. London: Pion.  



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


